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複数工場間での工程進捗と納期管理 
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2G02の活動コンセプト 
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設備トラブル 
発生 

原材料納入遅延 
発生 

業務シナリオ（AS-IS） 

サプライヤ 

G社 
メーカ 

計画課 

 
 

お客様 

サプライヤ 

O社 
どのトラブルが どの程度のリスク 

に繋がるのかが見えず、 
個別のTEL調整でなんとか対応 

（影響を最小限に抑えられたか不明） 

・・・・ 
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業務シナリオ（ASIS) 
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現状の課題 
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 共通プラットフォームで情報連携 
 ダッシュボードによる納期リスクの可視化 

 

 納期前倒しに伴うトレードオフ 
 全体の納期余裕によるシミュレーション 

 

 導入しやすい安価なソリューション 
 ものづくり現場に負担をかけない 
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業務シナリオ（TOBE) 
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file:///D:/IVI/業務シナリオWG/2G02/20161013シンポジウム/動画/IVI_2G02_ToBe_07_1080.mp4
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業務シナリオ（TOBE) 
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実証実験のシステム概要① 

F/W 

メーカ 

 IVI標準  
DB(JSON) 

企業間連携 プラットフォーム 

サプライヤA  

源泉 
データセット 

 データ 
  転送 

生産管理 
(工程管理) 

生産管理 
システム 

データ抽出 

転送VM 

 IVI 標準 
プロファイル変換 

DBデータ 
取得(Pull) 

(富士通 館林データセンター) 

ダッシュボード 

利用者認証基盤 

ダッシュﾎﾞｰﾄﾞ    
 データセット 

 企業間連携プラットフォームを介して複数サプライヤの工程進捗をダッシュボードで管理 
 サプライヤのトラブル発生や納期遅延の予兆を工程進捗から捉え、納期遅延リスクを最小化 

F/W 
サプライヤB  

受信 
データセットA 

受信 
データセット 

受信 
データセットB 

 

../日本精工様実証実験/ソリューション/DashboardDemo_AI/20161006/IVI_Dashboard_161006/IVI_Dashboard_161006/Demo.html
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共通プラットフォーム 
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標準データモデル 
 

 OPEN/CLOSE 
 

簡単につながる 

      K5 (館林データセンター) 

オブジェクト名 説明 開示区分 項目名 データ型 主キー 開示区分

生産計画 OPEN 生産計画ID PK OPEN

品目ID FK OPEN

工場ID FK OPEN

期 整数 OPEN

予定 数量 OPEN

実績 数量 CLOSE

単位 OPEN

摘要 CLOSE

登録日 日付時刻 CLOSE

更新日 日付時刻 CLOSE

生産計画は、販売計画に対応して必要

となる製品を用意するための生産数量を

示すもの。在庫計画や移動計画では対

応できない部分が生産計画の対象とな

る。

企業間連携プラットフォーム 
     （IVI –PF04) 
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見える化（インテリジェントダッシュボード） 
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納期遅れを検知… 

自社への影響を確認… 

 

サプライヤB 

ＸＸX工場 

サプライヤA 

メーカ XXX工場トップ 
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見える化（モーションボード） 
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在庫に余裕がある 
部材調達と納期調整 

 

生産計画変更 
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実証実験の結果① 
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 共通プラットフォームで情報連携 
 公開・非公開情報の峻別 

 

 納期前倒しに伴うトレードオフ 
 全体の納期余裕によるシミュレーション 

 

 導入しやすい安価なソリューション 
 ものづくり現場に負担をかけない 
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実証実験のシステム概要① 

F/W 

メーカ 
XXX工場 

 IVI標準  
DB(JSON) 

企業間連携 プラットフォーム 

サプライヤA  

源泉 
データセット 

 データ 
  転送 

生産管理 
(工程管理) 

生産管理 
システム 

データ抽出 

転送VM 

 IVI 標準 
プロファイル変換 

DBデータ 
取得(Pull) 

(富士通 館林データセンター) 

ダッシュボード 

利用者認証基盤 

ダッシュﾎﾞｰﾄﾞ    
 データセット 

F/W 
サプライヤB  

受信 
データセットA 

受信 
データセット 

受信 
データセットB 

 

../日本精工様実証実験/ソリューション/DashboardDemo_AI/20161006/IVI_Dashboard_161006/IVI_Dashboard_161006/Demo.html
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実証実験のシステム概要② 

IVI標準仕様  
 データベース 

企業間連携 プラットフォーム 
(富士通 館林データセンター) 

受信 
画像データ 

 画像認識 A.I 
  エージェント 

 IVI 標準仕様 プロファイル変換 

LTE通信機能搭載 
 カメラ(SIMカード入) 

ホワイトボード・黒板の進捗情報を活用 

UE Category 4 
(最大50Mbps) 

 

ウェアラブルカメラで加
工機カウンタを読取り 

加工機（カウンタ）の画像を実績データ化 
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機械学習 
アルゴリズム 

画像A.I 実証実験の流れ 
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①画像撮影 

②文字抽出 

③文字補正 
（セグメント） 

実績データ 

⑥ 現場報告（正解）との比較  

⑤実績データ出力 

④アルゴリズム照合 
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画像A.I 実験結果 
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大量データによる機械学習で、 
さらに精度向上・実用化に目途 

短期間で構築可能（専門的なスキルも不要） 
 

投資対効果にメリットあり 
 

他の業務へ応用も可能 
  ex.目視による外観検査の自動化・サポート 

97 % 

現場報告との適合率 
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活動成果・まとめ 
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 業種・企業規模を越えて課題を共有 
 各社の取組み事例を持ち寄り改善ヒントに 

 

 複数企業間における、現場改善の潤滑剤 
 標準プロファイルの成熟には、ユースケースの蓄積が必要 

 

 低コストIoTの導入により、現場効率が飛躍的に向上 
 技術交流により、新たな改善や工夫の発想が生まれる 
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最後に 
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